
 

 

 

 

 

 

 

 

寺報「仏陀いずむ」創刊にあたって 

 お寺と聞くと何をイメージされますか？おそらく、ほとんどの方はお墓や葬儀といったことを思い浮

かべるでしょう。しかし、仏陀や親鸞聖人が生きていた時代は違います。実は、当時のお寺は今でいう

学校のような場所だったのです。学校ですから、そこには学ぶための教科書があります。その教科書が

大蔵経（お教）です。大蔵経の量は膨大で、当時の僧侶は人生をすべてかけて仏教を学んだのです。 

 今と昔では随分事情が変わりました。人も増え、宗教や思想も様々です。人々の生き方が複雑になり、

お寺自体の在り方も変わりました。そんな現代だからこそ、本来のお寺の姿、僧侶としての資質が真に

問われています。 

「仏陀いずむ」という言葉には、「仏教の原点にかえろう」という思いが込められています。仏陀や親

鸞聖人が本当に伝えたかった仏教とは何だったのか。皆様とともに考え、ともに歩み、学びの場として

少しでもお役に立てればと考えております。 

信成寺住職 

 

信成寺のホームページができました 

このたび、新たな情報発信の場として信成寺のホームページが 

開設されました。ホームページのＵＲＬは下記のとおりです。 

http://www.ne.jp/asahi/shinseiji/tera 

ホームページには寺報「仏陀いずむ」も順次掲載します。 

ぜひご覧ください。 
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